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そそ
しし
てて

ここ
のの「「
まま
ちち
」」にに

住住
んん
でで
いい
るる

わわ
たた
しし
たた
ちち

大大船船渡渡のの明明日日をを考考ええたた！！
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大船渡大会開催
リアス・ハイウェイ早期実現「

の
び
ゆ
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輝
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来
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」

緑と潮風の
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７
月　

日
、「
の
び
ゆ
く
三
陸
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輝
く
未
来
へ
〜
緑
と
潮
風
の
リ
ア

ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
早
期
実
現
大
船

渡
大
会
」が
、
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と

会
館
大
ホ
ー
ル
で
約
７
０
０
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岩
手
、
宮
城
、
青
森

の
３
県
沿
岸
を「
三
陸
縦
貫
自
動

車
道
」「
三
陸
北
縦
貫
道
路
」「
八
戸

久
慈
自
動
車
道
」の
三
つ
の
ハ
イ

ウ
ェ
イ
で
一
本
に
結
ぼ
う
と
、
三

陸
沿
岸
都
市
会
議
（
八
戸
市
・
久

慈
市
・
宮
古
市
･
釜
石
市
・
大
船

渡
市
・
陸
前
高
田
市
・
気
仙
沼
市

で
構
成
）
が
主
催
と
な
り
開
催
し

た
も
の
で
す
。
大
会
で
は
、
基
調

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
旧
建
設
省
出

身
で
現
岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策

学
部
教
授
の
元
田
良
孝
氏
が「
地

方
の
道
路
整
備
の
課
題
」と
題
し
、

高
速
道
路
を
取
り
巻
く
最
近
の
動

き
や
、
地
方
が
こ
れ
か
ら
な
す
べ

き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
講
演
の
な
か
で
元
田
教
授
は

「
地
方
に
道
路
は
必
要
」「
道
路
整

備
は
目
的
で
は
な
く
、こ
れ
を
ど

う
地
域
に
生
か
し
て
利
用
す
る
か

が
目
的
で
あ
る
」と
強
調
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は「
三
陸
沿
岸
高
規
格

幹
線
道
路
と
こ
れ
か
ら
の
広
域
連

携
」を
テ
ー
マ
に
行
い
、
元
田
教

授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
甘

竹
勝
郎
大
船
渡
市
長
、
大
平
保
男

久
慈
市
観
光
協
会
長
、
實
吉
義
正

陸
前
高
田
地
域
振
興（
株
）常
務
取

締
役
、
小
山
行
子
気
仙
沼
市
各
種

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長
の
４
人

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
語
り
合
い
ま

し
た
。

　

甘
竹
市
長
は「
わ
た
し
た
ち
の

体
に
は
血
液
が
流
れ
、
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
都
市
に
お

け
る
血
液
は
道
路
で
あ
り
、
豊
か

な
地
域
づ
く
り
、
防
災
対
策
と
し

て
道
路
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。
高

速
道
路
で
三
陸
沿
岸
を
つ
な
ぎ
、

三
陸
漁
場
か
ら
首
都
圏
へ
新
鮮
な

魚
介
類
を
届
け
る
た
め
、
そ
し
て

県
内
一
の
取
扱
量
を
誇
る
大
船
渡

港
を
物
流
の
拠
点
と
し
て
活
用
し

て
い
く
た
め
縦
貫
道
は
必
要
」と

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　「道」は、わたしたちにとってあまりに身近すぎて、

その大切さを気にもとめない空気のようなものにな

りがちです。「道の日」とは、普段注目されない「道」

にあらためて目を向ける一日です。

　「道の日」は、大正９年８月10日にわが国で最初の

近代道路整備の改良計画が実施されたことを記念し

て、昭和61年８月10日に制定されました（国民の休

日ではありません）。これをきっかけに「道」につい

て考えてみませんか？

８月10日は「道の日」

三陸縦貫自動車道が完成すると
　三陸縦貫自動車道は三陸沿岸地域を短時間で結ぶ

道路で、これにより新たな連携や交流による地域づ

くりの可能性が広がります。また、地域の防災ルー

トが確保されるなどの効果も期待できます。

大大大大大大大大大大大船船船船船船船船船船船渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡～～～～～～～～～～～仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙台台台台台台台台台台台間間間間間間間間間間間ががががががががががが
約２時間で結ばれます！
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